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明智町自治連合会、明智こども園 
明智小学校、明智中学校 
恵那南高校、明智振興事務所 
明智コミュニティセンター 

 

明智町の人口（令和７年 3月１日現在） 

 現 在 前月比 前年比 

総数 4,507人 △15人 △115人 

男性 2,193人 △5人 △57人 

女性 2,314人 △10人 △58人 

世帯数 1,986世帯 △3世帯 △8世帯 

 

まいまいあけち HP 
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明智の桜・日本大正村おひなまつり 
明智町では毎年恒例となった「日本大正村おひなまつり」が開催中です。 

歴史ある街並みと共に多彩なひな人形の展示をご覧いただけます。今年も色鮮やかな段飾りや土

雛、押絵雛掛け軸が展示されています。 

またこの時期は桜が見頃を迎え、美しい景色が広がります。明智川沿いに立つ老木、市の天然記念

物に指定されている八斗蒔の彼岸桜（遠山桜）をはじめ、見応えのある桜の木がたくさんあります。桜

とひな人形を背景に写真撮影を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 

 
開催期間：2025年２月４日（火）～４月１３日（日） 

会 場：大正ロマン館・大正村資料館・明智文化センター 
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安心部会 

若者部会・賑わい部会 
若者部会と賑わい部会では、１１月に開催したかえでまつり及び１２月に開催したイルミネー

ション点灯イベントについて運営に参加しました。中でもイルミネーション点灯イベントについて

は、同実行委員会メンバーに両部会から委員を選出し、計画から事前準備、当日運営、片付けま
でを主催者であるまいまいくらぶ、商工会青年部と連携をとりながら実施し、盛況のうちにイベン
トを開催することができました。 
今年度も両部会に所属する団体について、横の連携を更に密にし地域の活性化のため、積極的
に活動を行っていきます。 

 

令和５年４月に運行が開始された地域公共交通（明智まちなか線、明智デマンド交通よやく

る号）は２年を経過し、多くの皆様にご利用いただいております。 

安心部会と市交通政策課では、さらに利用しやすくなるよう、令和６年１０月１日より次の通

り変更を行いました。引き続き多くの皆様のご利用をお待ちしています。 

 

令和 6 年度明智地域自治区運営協議会部会報告 

 

明智デマンド交通よやくる号 

～“明智デマンド交通 よやくる号”がさらに便利になりました～ 

 

※区割りの変更により、平日（土日祝日、12/29-1/3 を除く）毎日の運行が可能になりました。 

① 運行区割りの変更 
変更前（４地区） 
阿妻・横通地区 
東方地区 

野志・杉野地区 
吉良見・大泉地区 

② 予約受付時間の変更 
変更前 
利用したい日の１週間前から前日の午後４時まで 
変更後 
利用したい日の１週間前から当日の乗りたい便の出発時間の１時間前まで 
 

変更後（２地区） 
 

西地区（阿妻・横通・吉良見・大泉） 

東方地区（東方・野志・杉野） 
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６日（日）恵那市消防団辞令交付式 

６日（日）き・も・の in 大正村 

６日、２０日（日）大正村朝市 

1９日(土)大正村奉仕作業 

 

第１１回 き・も・の in 大正村 ４月６日（日）開催 

和装・洋装で大正村を歩きませんか？ 

当日受付時間：１０時～１１時半 

会場：明智文化センター 

参加費：５００円(金券１００円・ビンゴ券・入館券) 

問い合わせ：浪漫亭 中村 ５５－００５７（９時半－５時） 

 

 

 

郷土部会 

令和４年から郷土部会では、地域の先人である芳翠について取り組み、パンフレットを作成したほか

大型紙芝居を作成し、学校や福祉施設で読み聞かせの会の方々に披露してもらうことができました。 

また「日本大正村４０周年」「恵那市制２０周年」「清流の国ぎふ文化祭２０２４」の年で地域文化発

信事業として開催された三学のまち講座「岐阜県美術館で学ぶ山本芳翠の絵画の魅力」に参加しまし

た。 

講座では県美術館：廣江学芸員より絵画について説明を聞き、芳翠が日本洋画の先駆者で従軍画

家、ルポルタージュ画家、ジャーナリスト、広告デザイナーなどといった才能の持ち主であったと、絵画

を通して説明を受け町民の文化意識の高揚と地域に愛着をもってもらえるような機会となりました。  

その他、県美術館で大型紙芝居を披露することができ、郷土部会で作成した芳翠のパンフレットにつ

いても学芸員より依頼があり３００枚を美術館に設置し活用していただきました。  

 

 

 明智町には１６名の民生委員児童委員さんと各自治会に福祉委員さんがいます。 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活するために、地域での見守り活動で最も重要なことは、異

変への早期の気付きと専門機関による適切な対応です。福祉委員の皆さんには日頃の暮らしの

中で、生活に困っている方や、支援を必要としている方を見つけたら民生児童委員や行政へ連絡

していただくなど、地域の見守り活動をお願いしています。 

また、年２回明智町福祉委員連絡会を開催し、地域の現状について情報交換を行っています。  



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明智こども園 

年長さん ありがとう！ 

【児童数】 １年生：13名  ４年生：34名 

２年生：27名  ５年生：21名 

３年生：19名  ６年生：23名 

※学校の様子は、学校のホームページでもご覧いただけます。

http://www.ena-gif.ed.jp/akechi-e 

２月の終わりに「ありがとうの会」を行いました。１年間、全校のリーダーとして明智小学校を支えて

くれた６年生に、成長した自分たちの姿を見せることで感謝の気持ちを伝えることがねらいでした。 

どの学年も、この日のために練習してきた成果を大いに発揮して、６年生に「ありがとう」を伝える

ことができました。６年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。みなさんの頑張りをしっかり受け

継ぎますから、どうか安心してくださいね。 

 

 

６年生に伝えた「ありがとう」 

 

3/7（金）に年長さんとお別れ会をしました。 

年長さんのお得意発表、歌やプレゼントなどをみ

んなで楽しみました。給食も一緒に食べてとても

嬉しそうでした。 

年長さん、小学校へ行っても元気で頑張ってね！！ 

令和６年度(3/1) 

年長児 14 名 年中児 21 名 

年少児 12 名 未満児 15 名 

全園児 ６2 名 
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恵那南高校は恵那・中津川地区で唯一国指定の事業、「ＤＸハイスクール」（高等学校 DX加

速化推進事業）の指定を受けている高校です。令和 6年度には遠隔授業や高性能パソコン、３Ｄ

プリンタなどの機器の整備を行いました。令和７年度からその活用を行います。理系人材育成をめ

ざした遠隔授業、ドローン学習、情報発信能力の育成などに取り組んでいく予定です。 

 

 

大志 ～もっとよい自分 もっとよい明中～ 

明智中学校３年生４６名が堂々と卒業しました！ 

 
 

３月７日（金）凛とした空気に包まれた体育館の中で、卒業証書授与式が執り行われました。卒業
生それぞれの氏名が担任によって読み上げられ、校長から卒業証書を授与されました。そして、「校
長式辞」「教育委員会告示」「来賓祝辞」「祝電披露」の後に、「在校生送辞」「卒業生答辞」が披
露されました。「在校生送辞」では、１・２年生の代表による３年生への送る言葉と共に、合唱「この地
球のどこかで」が披露されました。これまでの感謝の気持ちが伝わるような合唱でした。それに応え
る形で行われた、「卒業生答辞」では、３年生の代表による１・２年生へのメッセージと共に、合唱「手
紙」「正解」の２曲が披露されました。合唱の中で感極まり、涙ながらに歌う姿を見て、学年職員の目
頭が熱くなっていました。大変素敵な卒業証書授与式となりました。 
 

 

明智中学校 ３月 
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明知城跡発掘調査（令和 6 年度）の成果と予定 

観光協会会員募集 

 

市では明知城跡の国史跡指定を目指して令和６年度より４年計画で明知城跡総合調査事業

を実施しています。この事業の一環として本丸と出丸で令和６年度に発掘調査を行いました。 

明知城跡調査検討委員会委員長の中井均氏のコメントによれば「明知遠山氏という戦国時代

の在地領主が、１６００年の関ケ原の合戦後、旧地に領主として戻り山城を改修して居住してい

たが、寛永年間（1624～1644）に幕藩体制の成立とともに旗本となり、城を廃して陣屋に移

り住んだことが発掘により明らかになった。近世初頭の在地領主居城の歴史的変遷を窺うことの

できる遺跡といえる。」とあり、明知城跡には次の３時期が想定できるようになりました。【１期】１

６世紀中葉以降、掘立柱建物の建てられていたと考えられる時期。【２期】１７世紀初頭以降、礎

石建物が建てられた時期。【３期】１７世紀中葉までの、祭祀の場として使用されたと考えられる

時期。 

また、本丸では中国磁器、天目茶碗、織部、志野などの往時の豊かな生活を思わせる陶磁器

片が出土しました。 

今後は、令和７～８年度に、明知城跡の発掘調査（遺構、遺物確認）、測量調査（明知城跡の

遺構配置図作成や範囲の確認）、歴史地理調査（城下町の景観復元）、文献調査（古文書・記

録等の調査）、周辺の山城調査（縄張り図作成による明知城跡との比較）など総合的に調査を

行います。令和９年度にこれらの調査成果を、総合調査報告書にまとめ、明知城跡の本質的価値

を明らかにし、令和１０年度には文化庁へ国史跡指定の意見具申を行う予定です。 

 本調査においては明智町の皆様には大変お世話になりました。この場をお借りして心より感謝

を申し上げますとともに、来年度以降の調査につきましても引き続きよろしくお願いいたします。  

                                                   恵那市教育委員会文化課 

 

恵那市観光協会明智支部では、毎年明智町で開催される各種イベントの中心となり活
動しています。近年は町内商店の廃業などもあり、会員数は約１００名と減少が続いて
おり今後も今まで通りの規模でのイベント開催をすることが困難な状況となっておりま
す。これからも明智町の伝統行事の継続及び、明知城をはじめとする明智町の貴重な観
光資源を維持するため少しでも多くの方に会員となっていただき、イベントやボランテ
ィア活動に参加ご協力をお願いいたします。個人での会員登録も可能です、詳しくは明
智振興事務所までお問い合せください。電話：26-6862 

 

明知城跡本丸 明知城入口 

光秀行列 花火大会 ラリーSS かえでまつり クラシックカー 

あけちのイベントを応援してください  

これからも報告していきます  
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令和７年度 恵南乳幼児学級参加申し込み受付中！ 

５月からスタートする乳幼児学級に参加してくださる学級生を募集しています。対象は０歳から入園前

の子どもと保護者です。申し込みは４月１日（火）から明智コミュニティセンター及び恵南地区のコミュニ

ティセンター窓口で受け付けます。 

子育てに関する学びの場や、仲間づくりの場として毎月１回恵南地区のコミュニティセンター等で開催

します。講座での学びや、参加者、スタッフとの関りを通して自分に合った子育てスタイルを見つけていき

ましょう！お気軽に明智コミュニティセンターまでお申し込みください。 

※年度の途中での入級や里帰り中のみの参加、またはお試しでの参加も OKです。 

問い合わせ先 明智コミュニティセンター 電話（0573）26-6927  

ききょう大学からお知らせ 

「ききょう大学」は６５歳以上の方を対象とした生涯学習講座です。学びや仲間づくりの場として、月に

１回程度元気に！楽しく！活動しています。１年を通して健康体操・料理・脳トレ・クラフト講座等多彩な講

座を用意しています。受講料は無料です。（内容により材料費が必要な場合があります） 

申し込みは、随時受け付けております。参加希望の方は、明智コミュニティセンター窓口までお申し込

みください。※昨年度登録をしてくださっている方の申し込みは不要です。 
 
ききょう大学 開講式 

５月１６日（金）午前１０時から 明智コミュニティセンター３階 

第１講座 「出前亭笑楽さんによる落語会」 

問い合わせ先 明智コミュニティセンター 電話（0573）26-6927 

落語を聞いてみんなで 

大いに笑いましょう♪ 



 

  

  

  

  

広    告 

「あけちだより」の印刷経費の一部は、広告主様からの広告による収入で賄われています。 


